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県
民
の
皆
様

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
今
年
の
干
支
「
亥
年
」
は
、
次
の
段
階
に
向
け
て
、
内
部
の
充
実
を
図
る
時
期
な

ど
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
は
栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら
、
無
病

息
災
の
意
味
も
あ
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
栃
木
県
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
「
と
ち
ぎ
創
生
15
戦
略
」
の
総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
４
年
目
と
な
る

栃
木
県
重
点
戦
略
「
と
ち
ぎ
元
気
発
信
プ
ラ
ン
」
の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
と

し
、次
の
３
点
を
重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
1
点
目
は
、「
と
ち
ぎ
の
未
来
創
生
に
向
け
た
施
策
の
推
進
」
で
あ
り
、
戦
略
的

な
企
業
誘
致
や
観
光
誘
客
、
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
さ
ら
に
は
女
性
・
高

齢
者
等
の
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
２
点
目
は
、「
安
全
・
安
心
な
と
ち
ぎ
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
防
災
・
危
機
管
理
体

制
に
万
全
を
期
す
ほ
か
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
や
、更
な
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
３
点
目
は
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
、
第
77
回
国
民
体
育
大
会
『
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
』
と
第
22
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
『
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
』
に
向
け
た
着
実
な
取
組
」
で
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
て
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
や
と
ち
ぎ
版
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進
な
ど
を
通
じ
、
よ
り
一
層
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、

本
県
の
魅
力
・
実
力
を
戦
略
的
に
発
信
し
、
と
ち
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。加
え
て
、そ
の
２
年
後
に
本
県
で
開
催
す
る
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体

等
の
成
功
に
向
け
、競
技
施
設
の
整
備
や
競
技
力
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る 

と
ち
ぎ 

を

つ
く
り
、
県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
と
ち
ぎ
に
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と 

と
ち
ぎ 

に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全

身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
、
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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知事　新年あけましておめでとうござい
ます。本日のゲストをご紹介します。ロッ
クシンガーのダイアモンド✡ユカイさん、
タレントの小池祥絵さんです。
二人　よろしくお願いします。
知事　さて、今ではとちぎ未来大使として
ご活躍いただいているお二人ですが、印象
に残っているとちぎの魅力など、ぜひ教え
ていただけたらと思います。

ユカイ　一番印象に残っているのは｢しも
つかれ｣ですね。
小池　あら、まあ。
ユカイ　妻が小山市出身で、ある時お母
さんから受け継いだしもつかれを作ってく
れたんです。最初は｢何だろうこれ｣って思
いましたけど、食べれば食べるほどやみつ
きになりまして。もっといろんな人に教え
てあげたいと思いましたね。
知事　まさか、お正月早々、東京都ご出身
のユカイさんからしもつかれの話を聞ける
とは思いませんでした。
　ところで、ユカイさんが栃木県へ移住し
ようと考えたきっかけは何だったのです
か？
ユカイ　妻と東京で暮らしている中、男性
不妊で苦労しながらも長女を授かれたの
で、都会の喧騒から抜け出してもっと自然
がある環境で子育てをしたいと思いまし
た。そんな時偶然、佐野市を通り掛かり｢こ
こはいいな！｣と感じたんです。
知事　住み心地はいかがでした？
ユカイ　まず、東京と違ってシンプルに生
活できる。東京での仕事にも一時間ちょっ
とで行けますし、それでいて少し足を伸ば
せば、山とか川とか自然に囲まれてもい
る。何より空がでっかい！東京では、あれ
だけの空は見られませんね。
知事　地元に住んでいると、そういうこと
になかなか気付けませんから。とても良い
お話を聞かせてもらえました。
　小池さんは東京で活躍されていました
が、今は県内で活躍されています。戻って
きて一番良かったことは何ですか？
小池　やっぱり、親の近くにいられること
が一番ですね。親に何かあった時、すぐ駆
け寄れる距離にいたいと昔から思ってい
たので、安心感があります。

知事　今、親御さんというお話が出ました
けれど、お二人ともお子さんを持つ親でも
あります。とちぎの子育て環境について
は、どんなふうにお感じですか？
ユカイ　子育てって初めての経験で、どう
したらいいか分からないんですよね。特に
子どもって、よく病気にかかるじゃないで
すか。でも、とちぎは医療機関が充実して
いて、皆さん連帯というか、協力して治療
に当たってくれるんです。子育てにはもっ
てこいの場所でしたね。
小池　私は結婚して宇都宮に住んでいま
すが、宇都宮って、大人も子どもも楽しめ
るイベントがとても多いんです。それに、夏
は川で遊べたり、冬は雪遊びもできたり、
娘が温泉好きなので、一緒に県内各地の
温泉巡りをしたりもしています。
知事　東京にはない生活スタイルが、とち
ぎにはあると。
小池　はい。とちぎでしかできない、とち
ぎならではの子育てが楽しめています。

知事　先ほどからお二人のお話を聞いて、
栃木県は東京の通勤圏でありながら、自
然が豊かで、子育てもしやすく、幅広い世
代にとって住みやすい県であることが再
発見できました。ユカイさんの「空が広い」
というのも印象的です。
　県では、お二人のような働き盛りの世代
をはじめ、より多くの方にとちぎへUIJター
ンしていただきたいと考えています。ちな
みに、UIJターンのUは、栃木県出身の人が
進学などで県外に出た後、再び戻ってくる
Uターン。Iは、県外出身の方が栃木県に移
り住む“一直線”のIターン。Jは、県外出身
の方が東京などに住んだ後、栃木県に移
住するJターンです。
ユカイ　ということは、俺はIターンで。
小池　私はUターンですね。
知事　そうですね。栃木県ではその促進の
ため、東京のJR有楽町駅前に「とちぎ暮ら
し・しごと支援センター」を設置し、暮らし
と仕事の相談にワンストップできめ細やか
に対応しています。また、昨年10月には、県
内全市町等と協力して、移住に役立つ相談
ブースの設置や、先輩移住者のトークライ
ブなど、盛りだくさんの企画を用意した
「オールとちぎ暮らしの展覧会｣も開催し、
とちぎへの移住に興味･関心のある多くの
方にご来場いただきました。このような取
り組みにより、とちぎでの暮らしを具体的
にイメージしてもらえるよう、引き続き情
報発信をしていきたいと思っています。

ユカイ　俺が移住する時にも、そういうイ
ベントがあったら良かったなぁ。うらやま
しいな。

知事　とちぎを選んで、UIJターンする方
がいる一方で､特に20代の若者の東京圏
への流出が多いという課題もあります。
ユカイ　とちぎテレビの番組などで県内
を回っていますけど、Uターンしてきて地
域を活性化しようと頑張っている若者も
多いし、そこまで流出している気はしない
ですけどね。
知事　おっしゃるとおり、県内で頑張って
いる若者もたくさんいます。しかし、東京
に進学して、そのまま東京圏の会社に就
職してしまう若者も多いのです。
小池　私はとちぎが恋しくて、とちぎの魅
力を思い出して戻ってきましたけど、都内
で就職を決めた友人は多かったですね。
東京はキラキラして見えるじゃないです
か。周りに流されて、そのまま就職してし
まう人も多かったように思えます。
ユカイ　外から見ると、栃木県はとてもす
てきな場所なんですけどね。
知事　ふるさとの良さには、後から気付く
ことが多いのですが、若い時代は都会の
華やかさに憧れてしまって、そのまま戻ら
ないということが多い気がします。
小池　あと、東京に住んでいた時は、とち
ぎの情報がなかなか入ってきませんでした
ね。地元に戻るか東京に残るかと考えたと
きに、情報量が少ないと、やっぱり今の東
京の生活を優先させてしまうのかなって
思います。
知事　そうなんです。それはすなわち、栃
木県がPR下手ということなんですね。そこ
で県では、暮らしや就職に関するさまざま
な情報をアプリやイベント等で積極的に
発信しています。
ユカイ　知事もイベントに参加したんです
よね、どうでした？

知事　若者たちの議論の場に加わって参
りました。「とちぎが好きだ、戻って暮らし
たい」という雰囲気が伝わってきて、頼も
しく思いました。参加者が将来、地元に戻
ることで、これからのとちぎを活性化して
くれることに期待しましたね。
ユカイ　都内でそういうイベントがある
のは、いいことだと思います。地元を離れ
ていても、地元の人とつながっていること
で、新たな発見が生まれますし。 
小池　アプリがあるっていうのもうらやま
しいです。それに、私も東京では一人で不安
だったので、とちぎ出身者のコミュニティ
があると安心感があって、うれしいと思い
ます。今は、SNSが普及していますので、ま
すますの広がりが期待できそうですね。

知事　実は栃木県に戻ってこない若者は、
どちらかというと女性の方が多いのです。
そのため、今年度新たに、20代から30代の
女性を対象としたUIJターンのイベントも
行いました。また、多くの女性に戻ってき
てもらうからには、女性が活躍できる環境
づくりが重要です。そこで県では、さまざ
まな分野の企業や団体などと連携して「と
ちぎ女性活躍応援団」を設置し、女性の活
躍推進や、働き方改革などに積極的に取
り組む企業を「男女生き活き企業」として
認定するなど、オールとちぎで女性の活躍
に向けた取り組みを進めています。
小池　そうなんですね。今も私の周りに
は、第一線で活躍する女性がたくさんいま
すけど、ますます女性が活躍しやすくなる
ということで、私も一層、気を引き締めて
仕事しなきゃと思います。

知事　女性が働きやすい環境について、ユ
カイさんはどんなふうに考えていますか？
ユカイ　そうですね。やっぱり、女性が働
きやすい環境が、男性にとっても働きやす
いですからね。とちぎにそういった企業が
増えるというのは、とてもいいことだと思
います。
知事　女性が働きやすい環境は、男性も
働きやすい。これ、いい言葉ですよね。そう
いう職場環境づくりを、県としても積極的
に進めて参ります。「とちぎに行ったら、
もっと幸せになれるかもしれない」と、女
性の皆さんに思っていただけるようにな

れば、UIJターンはもっともっと増えていく
と思いますので、行政もしっかり頑張って
いきたいと思います。

知事　とちぎへのUIJターンについて、い
ろいろお話を伺ってきました。とちぎ暮ら
しの先輩として、若い人たちへのメッセー
ジをお願いします。
ユカイ　都会の喧騒の中からとちぎにやっ
てきましたけど、こんなにすてきな所はあ
りません。とちぎの人たちはおおらかだ
し、優しいし。若者も、これから家庭を持つ
人たちも、ぜひともとちぎに目を向けてみ
てほしいですね。
知事　ありがとうございます。小池さんは
いかがですか。
小池　結婚して、子育てして、老後を過ご
す…一生住んでいく場所として考えると、
とちぎはとても住みやすいです。それに私
は、東京で働いているときよりも、帰って
きてからの方が気持ちにゆとりができて、
伸び伸び仕事ができていると感じます。と
ちぎにもたくさん活躍できる場所があり
ますから、女性の方、東京に住んでいる方、
ぜひみんなで一緒にとちぎを盛り上げて
いきたいですね。
知事　ありがとうございます。今日はお二
人とお話をさせていただき、住む、働く、子
育てをするといった面で、改めて、とちぎ
は暮らしやすい環境だと実感できました。
適度に都会、適度に田舎。さまざまな暮ら
しが実現できる多様性、選択肢の多さが
とちぎの魅力です。
　お正月で帰省している学生の皆さん、お
子さんが東京圏にいる親御さん。栃木県
では、UIJターンをしていただくためのさ
まざまな取り組みを行っています。ぜひこ
れらを知って、またはお子さんに紹介して
いただき、多くの方が栃木県にUIJターン
されることを期待しています。ともに「人も
地域も真に輝く 魅力あふれる元気な“と
ちぎ”」を築いて参りましょう。
　ユカイさん、小池さん、今日は本当にあ
りがとうございました。
二人　ありがとうございました。

県内市町がそれぞれの地域の魅力をPRした
「オールとちぎ暮らしの展覧会｣

東京圏に住む栃木県出身の若者が交流するイベ
ント｢Jimoto TOCHIGI｣に参加した知事

日光市出身｡タレントとして東京を拠点にしてい
たが、現在は宇都宮市を拠点に活躍中。｢栃木県子
ども･子育て審議会｣の委員も務める

移住･定住促進サイト｢ベリーマッチとちぎ｣で、“とちぎ暮らし”の魅力や栃木県へのUIJターンに役立つ情報を発信中！

小池祥絵さん
さち え

ロックバンド｢レッドウォーリアーズ｣のボーカ
ルとしてデビューし、現在も音楽活動を中心に幅
広く活躍中。長女の誕生を機に佐野市へ移住

ダイアモンド✡ユカイさん

けんそう

ベリーマッチとちぎ

福田富一栃木県知事

新春新春

知事対談

とちぎで暮らす魅力

とちぎへのUIJターンを増やすために

女性も男性も働きやすいとちぎ

～UIJターン～～UIJターン～
とちぎで暮らそうとちぎで暮らそう
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は川で遊べたり、冬は雪遊びもできたり、
娘が温泉好きなので、一緒に県内各地の
温泉巡りをしたりもしています。
知事　東京にはない生活スタイルが、とち
ぎにはあると。
小池　はい。とちぎでしかできない、とち
ぎならではの子育てが楽しめています。

知事　先ほどからお二人のお話を聞いて、
栃木県は東京の通勤圏でありながら、自
然が豊かで、子育てもしやすく、幅広い世
代にとって住みやすい県であることが再
発見できました。ユカイさんの「空が広い」
というのも印象的です。
　県では、お二人のような働き盛りの世代
をはじめ、より多くの方にとちぎへUIJター
ンしていただきたいと考えています。ちな
みに、UIJターンのUは、栃木県出身の人が
進学などで県外に出た後、再び戻ってくる
Uターン。Iは、県外出身の方が栃木県に移
り住む“一直線”のIターン。Jは、県外出身
の方が東京などに住んだ後、栃木県に移
住するJターンです。
ユカイ　ということは、俺はIターンで。
小池　私はUターンですね。
知事　そうですね。栃木県ではその促進の
ため、東京のJR有楽町駅前に「とちぎ暮ら
し・しごと支援センター」を設置し、暮らし
と仕事の相談にワンストップできめ細やか
に対応しています。また、昨年10月には、県
内全市町等と協力して、移住に役立つ相談
ブースの設置や、先輩移住者のトークライ
ブなど、盛りだくさんの企画を用意した
「オールとちぎ暮らしの展覧会｣も開催し、
とちぎへの移住に興味･関心のある多くの
方にご来場いただきました。このような取
り組みにより、とちぎでの暮らしを具体的
にイメージしてもらえるよう、引き続き情
報発信をしていきたいと思っています。

ユカイ　俺が移住する時にも、そういうイ
ベントがあったら良かったなぁ。うらやま
しいな。

知事　とちぎを選んで、UIJターンする方
がいる一方で､特に20代の若者の東京圏
への流出が多いという課題もあります。
ユカイ　とちぎテレビの番組などで県内
を回っていますけど、Uターンしてきて地
域を活性化しようと頑張っている若者も
多いし、そこまで流出している気はしない
ですけどね。
知事　おっしゃるとおり、県内で頑張って
いる若者もたくさんいます。しかし、東京
に進学して、そのまま東京圏の会社に就
職してしまう若者も多いのです。
小池　私はとちぎが恋しくて、とちぎの魅
力を思い出して戻ってきましたけど、都内
で就職を決めた友人は多かったですね。
東京はキラキラして見えるじゃないです
か。周りに流されて、そのまま就職してし
まう人も多かったように思えます。
ユカイ　外から見ると、栃木県はとてもす
てきな場所なんですけどね。
知事　ふるさとの良さには、後から気付く
ことが多いのですが、若い時代は都会の
華やかさに憧れてしまって、そのまま戻ら
ないということが多い気がします。
小池　あと、東京に住んでいた時は、とち
ぎの情報がなかなか入ってきませんでした
ね。地元に戻るか東京に残るかと考えたと
きに、情報量が少ないと、やっぱり今の東
京の生活を優先させてしまうのかなって
思います。
知事　そうなんです。それはすなわち、栃
木県がPR下手ということなんですね。そこ
で県では、暮らしや就職に関するさまざま
な情報をアプリやイベント等で積極的に
発信しています。
ユカイ　知事もイベントに参加したんです
よね、どうでした？

知事　若者たちの議論の場に加わって参
りました。「とちぎが好きだ、戻って暮らし
たい」という雰囲気が伝わってきて、頼も
しく思いました。参加者が将来、地元に戻
ることで、これからのとちぎを活性化して
くれることに期待しましたね。
ユカイ　都内でそういうイベントがある
のは、いいことだと思います。地元を離れ
ていても、地元の人とつながっていること
で、新たな発見が生まれますし。 
小池　アプリがあるっていうのもうらやま
しいです。それに、私も東京では一人で不安
だったので、とちぎ出身者のコミュニティ
があると安心感があって、うれしいと思い
ます。今は、SNSが普及していますので、ま
すますの広がりが期待できそうですね。

知事　実は栃木県に戻ってこない若者は、
どちらかというと女性の方が多いのです。
そのため、今年度新たに、20代から30代の
女性を対象としたUIJターンのイベントも
行いました。また、多くの女性に戻ってき
てもらうからには、女性が活躍できる環境
づくりが重要です。そこで県では、さまざ
まな分野の企業や団体などと連携して「と
ちぎ女性活躍応援団」を設置し、女性の活
躍推進や、働き方改革などに積極的に取
り組む企業を「男女生き活き企業」として
認定するなど、オールとちぎで女性の活躍
に向けた取り組みを進めています。
小池　そうなんですね。今も私の周りに
は、第一線で活躍する女性がたくさんいま
すけど、ますます女性が活躍しやすくなる
ということで、私も一層、気を引き締めて
仕事しなきゃと思います。

知事　女性が働きやすい環境について、ユ
カイさんはどんなふうに考えていますか？
ユカイ　そうですね。やっぱり、女性が働
きやすい環境が、男性にとっても働きやす
いですからね。とちぎにそういった企業が
増えるというのは、とてもいいことだと思
います。
知事　女性が働きやすい環境は、男性も
働きやすい。これ、いい言葉ですよね。そう
いう職場環境づくりを、県としても積極的
に進めて参ります。「とちぎに行ったら、
もっと幸せになれるかもしれない」と、女
性の皆さんに思っていただけるようにな

れば、UIJターンはもっともっと増えていく
と思いますので、行政もしっかり頑張って
いきたいと思います。

知事　とちぎへのUIJターンについて、い
ろいろお話を伺ってきました。とちぎ暮ら
しの先輩として、若い人たちへのメッセー
ジをお願いします。
ユカイ　都会の喧騒の中からとちぎにやっ
てきましたけど、こんなにすてきな所はあ
りません。とちぎの人たちはおおらかだ
し、優しいし。若者も、これから家庭を持つ
人たちも、ぜひともとちぎに目を向けてみ
てほしいですね。
知事　ありがとうございます。小池さんは
いかがですか。
小池　結婚して、子育てして、老後を過ご
す…一生住んでいく場所として考えると、
とちぎはとても住みやすいです。それに私
は、東京で働いているときよりも、帰って
きてからの方が気持ちにゆとりができて、
伸び伸び仕事ができていると感じます。と
ちぎにもたくさん活躍できる場所があり
ますから、女性の方、東京に住んでいる方、
ぜひみんなで一緒にとちぎを盛り上げて
いきたいですね。
知事　ありがとうございます。今日はお二
人とお話をさせていただき、住む、働く、子
育てをするといった面で、改めて、とちぎ
は暮らしやすい環境だと実感できました。
適度に都会、適度に田舎。さまざまな暮ら
しが実現できる多様性、選択肢の多さが
とちぎの魅力です。
　お正月で帰省している学生の皆さん、お
子さんが東京圏にいる親御さん。栃木県
では、UIJターンをしていただくためのさ
まざまな取り組みを行っています。ぜひこ
れらを知って、またはお子さんに紹介して
いただき、多くの方が栃木県にUIJターン
されることを期待しています。ともに「人も
地域も真に輝く 魅力あふれる元気な“と
ちぎ”」を築いて参りましょう。
　ユカイさん、小池さん、今日は本当にあ
りがとうございました。
二人　ありがとうございました。

とちぎインターネット放送局

　掲載内容は､とちぎテレビで1月1日に
放送された県広報番組｢新春知事対談｣
の内容を要約したものです。対談の様子
は、県ホームページでご覧になれます。

県外からとちぎへUIJターンしたダ
イアモンド✡ユカイさん、小池祥絵
さんをお迎えして、とちぎで暮らす
魅力や、とちぎへUIJターンする方を
増やすための取り組み、男女ともに
働きやすい環境づくりなどについ
て、知事と対談していただきました。

催し・講座催し・講座
青少年のためのインターネット利用
環境づくりフォーラム　　　　　　
●1/30（水）午後1時
～3時50分●佐野市
文化会館小ホール
●「ネット時代にお
ける青少年育成のあ
り方｣と題した講演、
関係団体の取り組み
や今後の課題などについてのパネルディ
スカッション2 300名（先着）4無料D1/
17（木）●申込方法などは問い合わせを
9県人権・青少年男女参画課
☎028-623-3076

若者へメッセージ

募集・試験募集・試験 案　　内案　　内

公正採用選考人権啓発推進員研修会     
●｢LGBTの職場における課題｣と題し
た講演をエリア別に開催
[①県北]●2/7（木）午後1時30分～3時
30分●カシマウェディングリゾート
（大田原市）2 90名（先着）
[②県央]●2/13（水）午後2時～4時●と
ちぎ福祉プラザ（宇都宮市）2 300名（先
着）
[③県南]●2/19（火）午後2時～4時●サ
ンプラザ（栃木市）2 200名（先着）
※いずれも●対象：同推進員の方、企業
トップクラスの方4無料D 1/25（金）
●申込方法などは問い合わせを
9①ハローワーク矢板☎0287-43-0121
②ハローワーク宇都宮☎028-638-0369
③ハローワーク栃木☎0282-22-4135

さくら市就活セミナー&企業との交流会
●2/9（土）午後1時～●ホテル清水荘
（さくら市）●就活・企業選択のポイン
トなどについてのセミナー、企業との
交流会4無料●電話で申し込みを（予
約者優先、当日参加も可）
9宇都宮労政事務所☎028-626-3052

ストーマ（人工肛門）等ケアに関する
県南地区講習会
●2/10（日）午後1時～4時●足利市民プ
ラザ●専門医による講演、認定看護師
によるストーマケアの指導・アドバイ
ス、個別相談会4無料●当日直接会場
へ
9栃木県オストミー協会
☎0284-43-0144（岩田）

FG E

FG E

F G E

猫譲渡事前講習会
●1/30（水）午後1時30分～3時●猫の正
しい飼い方などの講習会4無料●電話
で申し込みを
9動物愛護指導センター（宇都宮市）
☎028-684-5458

身体障害者巡回相談
●2/6（水）午後2時～4時●那須烏山市
保健福祉センター●肢体に障害のある
方を対象とした､補装具・医療・生活など
に関する相談2 5名（先着）4無料D 1/
30（水）●各市町の障害福祉担当課へ電
話で申し込みを
9障害者総合相談所☎028-623-7010

「栃木県職員ガイド2019」を配布します
●栃木県職員を目
指す方のためのパ
ンフレット●職種
別の業務内容・や
りがいなどを紹介
●県庁総合案内､
県民プラザ､各県
民相談室､とちぎ
暮らし・しごと支
援センター等で1/8（火）から配布（県
ホームページからダウンロードもでき
ます）
9県人事委員会事務局☎028-623-3313

みんなで行こうよ!献血           
「はたちの献血キャンペーン」実施中
●うつのみや大
通り献血ルーム、
栃木県赤十字血
液センター（宇都
宮市）など●冬から春先にかけては献血
者が減少し、輸血用血液が不足しがちで
す●1月中に成分献血または400mL献血
にご協力いただいた新成人の方には、記
念品をプレゼントします●二十歳の記
念に献血をしてみませんか
9県薬務課☎028-623-3119

FG E

FG

FG

FG

FG

FG

医師・歯科医師・薬剤師の届け出について
●国内に居住する医師・歯科医師・薬剤
師の方は､2年に1回現況等の届け出が
必要ですD1/15（火）●届け出は､原則
住所地を管轄する各広域健康福祉セン
ター（宇都宮市の場合は宇都宮市保健
所）へ
9県健康増進課☎028-623-3096
　　　　　　
不動産取引法律相談
●1/17（木）午後1時30分～4時●県庁研
修館205研修室●弁護士などによる不
動産取引の法律相談2 3件（先着）4無
料D 1/11（金）●電話で申し込みを
9県住宅課☎028-623-2488

創業サポートアカデミー           
（創業塾・実践編、全5回）
●1/26､2/2､9､16､23（いずれも土曜午
後1時～5時）●とちぎ産業交流センター
（宇都宮市）●専門家の指導で事業計画
書を作成2 10名（先着）4 5,000円●申
込方法などは問い合わせを
9栃木県産業振興センター
☎028-670-2607

佐野・足利合同就職面接会
●1/28（月）午後1時30分～3時30分●佐
野市役所●佐野市・足利市の企業との
合同面接会●対象：同市での就職を希
望している方4無料●当日直接会場へ
（事前にハローワークで求職登録が必要）

9足利労政事務所☎0284-41-1241

県広報番組 とちぎテレビで放送中！

　知って納得！なるほどと思える栃木
県の情報をお伝えします !
日曜9：00～9：15 □火曜19：30～19：45
1/20：UIJターンの促進
1/27：脳卒中予防
         （16：00～16：15放送）
※6日、13日は放送休止

再

　とちぎ未来大使などのリポーター
が、栃木県の魅力を満喫します !
月曜19：30～19：45 □木曜20：00～20：15
1/14：とちぎのいちごを満喫 !
1/21：とちぎの地元の酒を満喫 !
1/28：とちぎの郷土料理を満喫 !
※7日は放送休止

9県広報課☎028-623-2190

再

知っトク！なるとちっ 満喫！とちぎ日和

F身障者用駐車場
G身障者用トイレ
E オストメイト対応トイレ

4受験・参加料金
2定員
D応募・申込締切
9問い合わせ・申し込み先 栃木県電子申請システム

県政ラジオ番組　栃木放送「県政インフォメーション」月～金 7：10～7：15、17：30～17：35　エフエム栃木「マロニエインフォメーション」月～金 17：28～17：33

障害者スポーツ教室参加者募集
◎コントロール・アタック教室
●1/19、26、2/2（いずれも土曜午後2時
～4時）●わかくさアリーナ（宇都宮市）
2各日30名（抽選）
◎アーチェリー教室
①2/2②2/16③3/2（いずれも土曜午前
10時～正午）●①足利市民プラザ②③わ
かくさアリーナ（宇都宮市）2各日15名
（抽選）
※いずれも4無料D各実施日の2週間
前●申込方法などは問い合わせを
9栃木県障害者スポーツ協会
☎028-624-2761 C 028-624-2761

とちぎ食の安全・安心推進会議委員募集
●食の安全・安心に関する情報や意見の
交換を行います2 2名D 1/17（木）●応
募資格・応募方法などは問い合わせを
9県生活衛生課☎028-623-3114

動物愛護ふれあい写真コンクール作品
募集
●人と動物の心温ま
るふれあいの光景を
写した写真を募集
D1/25（金）●応募方
法などはホームペー
ジで確認を
（右）昨年度特賞作品
9動物愛護指導センター☎028-684-5458

各種試験のお知らせ
※申込方法などは問い合わせを
◎県技術員採用試験
●試験日：1/18（金）●対象：H31/4/1に
満18歳以上32歳以下で義務教育を修了
した方●採用予定：畜産労務職●申込期
間：1/4（金）～11（金）
9県人事課☎028-623-2038
◎公立学校共済組合栃木支部職員採用
試験
●試験日：2/3（日）●対象：H1/4/2～H9/
4/1に生まれた方（大学卒業程度）●募
集職種：事務職●申込期間：1/7（月）～
18（金）
9同支部（県学校安全課内）
☎028-623-3432
◎県央産業技術専門校高等コース一般
入校試験                        
●試験日：2/8（金）●対象：中卒（平成31
年3月卒業見込み含む）以上の方●申込
期間：1/21（月）～25（金）
9同校（宇都宮市）☎028-689-6374
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9～12月号に掲載した世帯数に訂正がありました。詳しくは県ホームページをご覧ください1,952,120人（前月比840人減）世帯数788,691世帯（前月比94世帯増） 〔12月1日現在〕栃木県の人口

森の集い「シイタケ駒打ち体験とシ
イタケのおいしい食べ方」
県民の森管理事務所（矢板市）

☎0287-43-0479
●シイタケの駒打ちやレシピの紹介･試食
●2/24（日）午前10時～午後1時●対象：県
内在住の3歳以上の方230名（先着）
41,000円●申込期間：1/21（月）～2/8（金）

FG

FG

ふれあい広場
なす高原自然の家（那須町）

☎0287-76-6240
●自然体験や親同士の情報交換会など
●3/2（土）～3（日）1泊2日●対象：県内在
住の障害のある方とその家族215組（先
着）4大人6,000円、高校生3,300円、中学
生2,500円、小学生2,300円、幼児2,100円
●申込期間：1/5（土）～19（土）

企画展「早春の花展～花で迎える美し
き新年～」
とちぎ花センター（栃木市）

☎0282-55-5775
●年の初めを早春の花で迎えましょう
●1/20（日）まで※鑑賞大温室入館料：
大人400円、子ども200円

FG E

出張公演 ロシア国立ワガノワ･バレエ･
アカデミー｢くるみ割り人形｣全三幕 　とちぎ結婚支援センターでは、会員登録制のマッチングのほか、出会い

の場イベント、ボランティアサポーターによる縁結び事業など、さまざま
な出会いの場を提供し、結婚を希望する方を応援しています。

～センターの実績～
（2018年11月末時点）

登録者数：2,650名
マッチングに
よる交際件数

マッチング
による成婚数

その他イベントなど
を通じた成婚数

マッチング数
1,936件 825件

ベリーマッチング

●宇都宮センター☎028-688-0880
●小山センター☎0285-38-7213 
●那須塩原センター☎0287-74-2004
※年始は1/4（金）（小山は1/5（土））か
ら営業開始。開所時間など詳しくは

文化通信　ミニ情報文化通信　ミニ情報

出会いの場イベント
「ライブハウスでジャズ
入門と遊びと恋愛と」
●2/9（土）午後1時～5時
●小山 Fellows●婚活に役立つ
セミナーとジャズの生演奏などを
楽しめます2男女各20名（抽選）
4男性3,000円、女性
2,000円D1/27（日）
●詳しくはホーム
ページで確認を

●1/20（日）午後4時開演●宇都宮市文化会館
大ホール●世界中で大人から子どもまで愛
されるバレエを、チャイコフスキーの美しい
音楽と共にお送りします
4SS席10,000円（公開リ
ハーサル見学特典付き）、
S席8,000円、A席6,000
円、B席4,000円（18歳以
下3,000円）●好評発売中!
9同センター☎028-643-1013
（プレイガイド午前10時～午後6時30分）

「ジュニア知事さん」表彰式「ジュニア知事さん」表彰式
　「もし私が知事になったらこんなことをしてみたい」という
テーマで、小学校4、5、6年生を対象に作文を募集した「ジュ
ニア知事さん」の表彰式を、12月13日に県公館で行いまし
た。1,904名もの方から、ふるさと“とちぎ”への愛着や、優し
い思いやりにあふれた提案が寄せられ、その中から15名の
方が知事賞を受賞しました。

　受賞作品は、県庁本館1階県政展示コーナー「みんなでつ
くるとちぎ」で1/25（金）まで展示するほか、県ホームページ
にも掲載しています。 
　また、とちぎテレビで放送中の県広報番組「知っトク!なる
とちっ」で、ジュニア知事さんを紹介します。放送は2/3（日）
午前9時～15分です。ぜひ、ご覧ください。
9県広報課☎028-623-2158

ジュニア知事さん

　はがきに、パズルの答え・郵便番号・住所・氏
名・年齢・電話番号・ご感想を記入の上、次の宛
先までご応募ください。正解者の中から抽選
で5名の方にとちぎ和牛（すき焼き用）をプレ
ゼントします。〔締切：1/18（金）必着〕
※2月上旬発送予定
〒320-8501 栃木県広報課「とちぎ県民だより」係

ヒント：栃木県のブランドキャッチフレーズ

答え 二重線のマスの文字を並べ替えると

とちぎベリーグッド
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ユネスコ無形文化遺産に登録された「烏山の○○あ
げ行事」
下野の僧､勝道上人が782年に開いた山
栃木サッカークラブ(栃木SC)のチームカラー
お正月といえば、○○夢、○○詣、○○市
日光彫は○○○塗りが特徴
長野県上田市から日光市までの全長約320キロ
メートルの広域観光ルートからなる「日本○○○
チック街道」
県民の日マスコット「○○ちゃん」        
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おとしだまクロスワードパズルおとしだまクロスワードパズル新春春特別別企画画

木や竹などを並べて水流を遮り、魚を捕る仕掛け
とちぎテレビで放送中の県広報番組「○○○○ !
とちぎ日和」
県内のおいしい「食」をテーマに、その地域の景観
や歴史、文化などのさまざまな資源を組み合わせ
た10の「食の街道」をまとめて「とちぎ食の○○
○○」と呼びます
○○結びのご利益で知られる日光二荒山神社
お正月などに食べる縁起物の魚
11月には梵天祭が開催される宇都宮市の「○○○山」
決まりごと、おきて
足利学校の北西に位置する真言宗の「○○阿寺」
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開設2周年！
栃木県総合文化センター栃木県総合文化センター

タテのカギ

ヨコのカギ

各センターの問い合わせ

22組44名

68名

　県では、結婚支援を盛り込ん
だ条例を制定しました。県民総
ぐるみで、結婚から子育てまで
の切れ目のない支援に取り組ん
でいきます。

今月1日に「とちぎの子ども・
子育て支援条例」施行！◎1/3（木）、19（土）、20（日）は閉館日です

◎とちぎアートサポートセンターTAM
「Viewing2019」
●1/7（月）～11（金）午前11時～午後4時
（11日は午後3時まで）●本館15階展望ロ
ビー●県内で創作活動をする障害のある
方々の作品を展示4無料

タム

ビューイング

9県こども政策課☎028-623-3068

ふた　ら　さん

ぼんてん


